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外部システムとの連携

DBIO（データ入出力インターフェース）

外部データソース

Ø テキストファイル

Ø テキストファイル

（ユニコード）

Ø データベース

シームレスなデータの

入出力が可能

OLE DBプロバイダが公開されているデータベースと連携可能

Ø Microsoft SQL Server
Ø ORACLE
Ø Microsoft Access・・・
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外部システムとの連携

フィールドマッピング

Asprova内部のプロパティと

接続先のデータベースのテーブルの

フィールドを接続するだけでデータの入出力が可能。

外部データベース

（SQL Serverなど）

任意のフィールドを

プライマリキーに

設定可能
フィールドの接続は

マウスで簡単接続
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WebSphereとAsprovaの連携によるメリット

システム構成

MS SQL 
Server
Oracle
・
・
・

データベース

リスケジュール結果を

エクスポート WebSphere

Web上でデータベースの

情報を確認できる

Webブラウザから

データベースの情報を

更新できる

オーダ・作業実績をインポート
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連携用コンポーネント

オーダ情報参照

作業情報参照

作業実績情報入力

WebSphereクライアント端末
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オーダ情報参照画面

品目、顧客情報などで

絞り込むことができます

絞込み結果を

ソートすることもできます

絞込み結果を

一覧表示します
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作業情報参照

品目、主資源などで

絞り込むことができます
絞込み結果をソートする

キーを選択します

絞込み結果を

一覧表示します

設定値によって

色を変えることができます

絞り込み件数が多い場合、

ボタンを押下して、

表示更新します
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作業実績情報入力画面

品目、ステータスなどで

絞り込むことができます 絞込み結果をソートする

キーを選択します

絞込み結果を

一覧表示します

実績開始日時、

実績終了日時を入力します

更新ボタンを押下して

入力内容を確定します
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運用イメージ

オーダ情報参照

作業情報参照

作業実績情報入力

WebSphere

クライアント端末

従来はデータを確認する場合も

Asprovaのモジュールが必要

Asprova上のデータと
外部のデータを

関連付けて参照できる

Asprova上のデータを
参照・変更できる

Asprovaのモジュールの
インストールは不要

Webブラウザ上で動作

実績入力→ MESが必要

スケジューリング


